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液体 を急 冷 す る と結 晶化 す る こ とな く固化す る｡ 圃化 した状 肇 を ガ ラス状態 と

い う｡ 固化 す る とは､ 一応 ず れ粘性 係 数 打 が 10 (ポ ワ- ズ) 程 度 以上 にな る

事 と定 義 す る｡ 拡 散 係 数 D は 符には ぼ逆 比 例 し､ 一 方､ 液体 の密 度 の揺 らぎの特

性 緩 和 時 間 で は拡散 係数 に逆 比 例 す る とす る と､ T もガ ラス転 移 点 (過 冷披

体 が固 化 す る温度 ) に近 づ くにつれ て非 常 に大 き くな る｡ この よ うな緩 和 時 間 の

異 常性 (dynamicalslowingdoyn)に と もな って､ 転移 点 近 傍 で 動 的 な物 性 に異

常 性 が生 じる｡ 我 々 は これ を疑 似動 的臨 界現象 とよぶ こ とにす る｡

本研 究 で は､ 二 元合金 系 の特 徴 を有 す る最 も簡単 なモ デル (二 成 分 ソ フ トコア

察 したo 計算 し′た主 な もの は､ 拡散 係 数､ 平均 二乗 変位､ ず れ粘 性 係 数､ 非 干嘩

性 散乱 関数､ ノ ンガ ウ シア ンパ ラメ ー タ等 で あ る｡ この 他､ ジ ャ ンプ拡 散 モ デル

に基 づ いて解 析 を行 い､ 最 近 提 唱 され た トラ ッ ピング拡 散 モ デ ル との比較 を行 っ

た｡ そ ゐ結 果､ MDの結 果 は トラ ッ ピン グ拡散 モデ ルの結 果 とよ く符 合す る事 が

分 か った｡

以上 ご く簡 単 に述 べ たが､ 更 に興 味 の あ る読 者 は解説 記事 (樋 渡､ 宮 川､ 小 田

垣 :日本物 理 学 会 誌､ 2月 号､ 19 91) を参 照下 され た い｡
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